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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第16期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第15期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 3,358,5912,942,61613,909,138

経常利益又は経常損失（△）（千円） 176,190△28,019 518,735

四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）（千円） 96,083 △30,456 206,729

純資産額（千円） 4,074,8843,965,9154,135,513

総資産額（千円） 7,161,0957,019,2797,450,435

１株当たり純資産額（円） 37,516.0637,021.9238,554.28

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は1株当たり四半期純損失金

額（△）（円）
898.75 △284.88 1,933.71

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 56.0 56.4 55.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
10,024△364,574 981,501

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
210,300△82,362 236,668

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△134,204△143,100△150,226

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 2,179,6822,573,4193,162,761

従業員数（人） 218 227 212

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第15期第１四半期連結累計（会計）期間及び第15期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金

額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４．第16期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当

たり四半期純損失が計上されており、また潜在株式が存在しないため、記載しておりません。　

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。
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４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 227（74）

　（注）　従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 100（23）

　（注）  従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における制作部門における生産実績は次のとおりであります。なお、他の部門について

は生産に相当する事項がないため、生産実績に関する記載はしておりません。

事業の部門の名称 金額（千円） 前年同期比（％）

制　作 347,976 101.3

　（注）１．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当社グループは事業の種類別セグメント情報を開示しておりませんので、部門別に記載しております。

３．金額は、制作原価で記載しております。

 

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間における制作部門の受注状況を示すと次のとおりであります。なお、他の部門について

は受注に相当する事項がないため、受注状況に関する記載はしておりません。

事業の部門の名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

制　作 385,533 88.4 128,208 102.5

　（注）１．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当社グループは事業の種類別セグメント情報を開示しておりませんので、部門別に記載しております。

３．受注高については、売上金額で記載しております。また、受注残高については、金額が確定していないため、当

第１四半期連結会計期間末までに発生している制作原価で記載しております。
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(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の売上区分ごとに示すと、次のとおりであります。

 （単位：千円）

売上区分
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

 

前年同期比（％）

役務利用放送売上　（注）１ 423,900 85.4

番組販売売上 632,587 115.6

広告営業売上 139,097 77.4

制作売上 367,080 96.9

音楽流通売上 1,148,842 82.6

その他売上 231,108 63.1

合計 2,942,616 87.6

　（注）１．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
  至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
  至　平成21年６月30日）

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

スカパーＪＳＡＴ㈱ 597,308 17.8 571,840 19.4

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

 当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末における有価証券報告書「第２　事業の状況　４.事業等のリ

スク」に記載の事項から重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国向けなどを中心に輸出の持ち直しが見られる一方で、個

人消費や住宅販売などの内需は引き続き低調であることに加え、設備や雇用の過剰感は依然として強いことから、

景気の行方は今なお予断を許さない状況にあります。

こうしたなか、当社グループの運営する「スペースシャワーＴＶ」におきましては、「スカパー！」の加入者が

引き続き減少傾向にあるものの、ケーブルテレビ局、ブロードバンド系プラットフォーム、及び「スカパー！ｅ２」

経由の加入者は順調に伸びており、「スペースシャワーＴＶ」の番組視聴可能世帯数は805万２千世帯(平成21年6

月末現在)となりました。これにともない、役務利用放送売上と番組販売売上を合計した有料視聴料収入全体では、

前年同期比増加となりました。一方、レコードメーカー等からの広告出稿が引き続き減少傾向にあり、広告営業売上

は前年同期実績を下回る結果となりました。音楽関連事業につきましては、ＣＤ・ＤＶＤパッケージの市場が前年

対比で大きく縮小しているなか、当社連結子会社のバウンディ㈱及び㈱ブルース・インターアクションズのＣＤ

パッケージ売上も前年比減少いたしました。当社グループとしては、特に音楽配信を引き続き強化することで、ＣＤ

パッケージ売上の減少に対応していきたいと考えております。その一環として、昨年米国の大手デジタルディスト

リビューターである「ＩＯＤＡ」と楽曲の相互音源供給契約を締結いたしましたが、当第１四半期連結会計期間に

おきましては、韓国の音楽配信サイトである「Ｍｎｅｔ．ｃｏｍ」への音源供給契約を締結し、海外配信への取組

みを更に一歩進めることができました。

この結果、売上高につきましては、音楽流通売上の減少が大きく響き、2,942,616千円と前第１四半期連結会計期

間と比べ415,974千円減(前年同期比12.4％減)となりました。

利益につきましては、音楽流通売上や広告営業売上の減少にともなう利益の減少に加え、番組コンテンツ強化の

ため制作費を増加させたことなどにより、営業損益は32,273千円の損失となり、前第１四半期連結会計期間と比べ

191,471千円減となりました。経常損益につきましては、28,019千円の損失と前第１四半期連結会計期間と比べ

204,209千円減となりました。結果、当四半期純損失は、30,456千円となり、前第１四半期連結会計期間と比べ

126,539千円減となりました。

当第１四半期連結会計期間につきましては、厳しい音楽業界・広告業界の流れを織り込んだ当初計画にしており

ましたので、概ね予定通り推移しております。

　

①　役務利用放送売上 ：「スカパー！」の加入者減少により、423,900千円と前第１四半期連結会計期間と比べ

72,226千円減（前期比14.6％減）となりました。

②　番組販売売上 ：ケーブルテレビ及びブロードバンド系プラットフォーム、110°ＣＳ放送経由の視聴世

帯数の伸びにともない、632,587千円と同85,478千円増（同15.6％増）となりました。

③　広告営業売上 ：ＣＤセールスの低迷にともないレコードメーカー等からの広告出稿が減少し、139,097

千円と同40,584千円減（同22.6％減）となりました。

④　制作売上 ：プロモーションビデオの受託本数が減少したことにより、367,080千円と同11,715千円

減（同3.1%減）となりました。

⑤　音楽流通売上 ：音楽配信が順調に増加している一方で、ＣＤ・ＤＶＤパッケージの売上が減少したこと

により、1,148,842千円と同241,786千円減（同17.4%減）となりました。

⑥　その他売上 ：アーティストＴシャツ売上が減少したことや一部のモバイル売上を音楽流通売上に区

分変更したことにより231,108千円と同135,140千円減（同36.9%減）となりました。な

お、前第１四半期連結会計期間にて、その他売上に区分しておりました一部のモバイル

売上は、62,973千円であります。
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(2）資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、主にその他流動資産が267,609千円、建物及び構築物が27,470千

円、敷金及び保証金が26,051千円、無形リース資産が22,089千円増加し、一方で現金及び預金が587,991千円、受取手

形及び売掛金が173,286千円減少したことにより、前連結会計年度末に比べ431,156千円減少し、7,019,279千円とな

りました。

　負債につきましては、主に賞与引当金が148,504千円、未払法人税等が141,427千円減少したことにより、前連結会

計年度末に比べ261,558千円減少し、3,053,363千円となりました。また、純資産は利益剰余金が164,091千円、少数株

主持分が5,776千円減少したことにより、前連結会計年度末に比べ169,597千円減少し、3,965,915千円となりまし

た。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、589,342千円

の使用となり、資金の四半期末残高は、2,573,419千円となりました。これは、営業活動により364,574千円、投資活動

により82,362千円、財務活動により143,100千円使用したことによるものであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の使用は、364,574千円（前第１四半期連結会計期間は10,024千円の獲得）となりました。こ

れは主に、売上債権の減少により172,236千円獲得した一方で、その他の流動資産の増加により247,361千円、法人税

等の支払により168,995千円、賞与引当金の減少により148,504千円使用したことによるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の使用は、82,362千円（前第１四半期連結会計期間は210,300千円の獲得）となりました。こ

れは主に、敷金及び保証金の差入により41,061千円、無形固定資産の取得により40,128千円使用したことによるも

のであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の使用は、143,100千円（前第１四半期連結会計期間は134,204千円の使用）となりました。

これは主に、配当金の支払により133,635千円、リース債務の返済により9,465千円使用したことによるものであり

ます。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が対処すべき課題について重要な変

更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について重要な変更

はありません。

　また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 352,000

計 352,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 106,908 106,908ジャスダック証券取引所

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 106,908 106,908 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日
― 106,908 ― 1,789,059― 846,059

 

（５）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等が無く、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　106,908 106,908 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 106,908 － －

総株主の議決権 － 106,908 －

　（注）　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が41株含まれております。

また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数41個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月

最高（円） 26,700 25,750 35,500

最低（円） 23,980 23,800 25,200

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,198,617 1,786,609

受取手形及び売掛金 1,512,013 1,685,300

商品及び製品 241,617 238,502

仕掛品 142,282 140,506

原材料及び貯蔵品 2,391 2,273

関係会社預け金 1,403,012 1,402,862

繰延税金資産 148,066 166,716

その他 631,754 364,145

貸倒引当金 △168,636 △171,550

流動資産合計 5,111,120 5,615,365

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 628,011 600,541

機械装置及び運搬具 82,367 82,367

工具、器具及び備品 307,019 296,472

土地 198,780 198,780

リース資産 139,256 127,168

減価償却累計額 △610,187 △583,493

有形固定資産合計 745,249 721,838

無形固定資産

のれん 253,937 274,990

ソフトウエア 192,679 202,080

リース資産 41,699 19,609

その他 91,019 76,164

無形固定資産合計 579,335 572,844

投資その他の資産

投資有価証券 6,571 6,115

敷金及び保証金 255,103 229,052

繰延税金資産 235,402 222,653

その他 98,829 93,047

貸倒引当金 △12,333 △10,481

投資その他の資産合計 583,573 540,387

固定資産合計 1,908,158 1,835,070

資産合計 7,019,279 7,450,435
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,315,817 1,283,726

短期借入金 100,000 100,000

未払金 224,197 206,478

未払法人税等 － 141,427

預り金 552,844 523,096

賞与引当金 38,268 186,772

役員賞与引当金 5,469 26,496

返品調整引当金 86,705 97,839

売上割戻引当金 4,545 2,914

リース債務 36,675 28,777

その他 86,224 156,111

流動負債合計 2,450,748 2,753,640

固定負債

リース債務 133,624 112,077

退職給付引当金 334,495 320,446

役員退職慰労引当金 126,926 121,015

その他 7,567 7,742

固定負債合計 602,615 561,281

負債合計 3,053,363 3,314,922

純資産の部

株主資本

資本金 1,789,059 1,789,059

資本剰余金 846,059 846,059

利益剰余金 1,322,551 1,486,642

株主資本合計 3,957,669 4,121,760

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 269 －

評価・換算差額等合計 269 －

少数株主持分 7,976 13,752

純資産合計 3,965,915 4,135,513

負債純資産合計 7,019,279 7,450,435
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 3,358,591 2,942,616

売上原価 2,538,928 2,315,128

売上総利益 819,663 627,488

返品調整引当金繰入額 7,672 －

返品調整引当金戻入額 － 11,133

差引売上総利益 811,990 638,621

販売費及び一般管理費 ※1
 652,792

※1
 670,895

営業利益又は営業損失（△） 159,197 △32,273

営業外収益

受取利息 442 318

受取配当金 5,532 109

賃貸収入 － 1,375

違約金収入 4,321 －

雑収入 － 1,794

その他 7,166 2,405

営業外収益合計 17,462 6,003

営業外費用

支払利息 467 1,657

その他 2 91

営業外費用合計 469 1,748

経常利益又は経常損失（△） 176,190 △28,019

特別利益

投資有価証券売却益 30,641 －

貸倒引当金戻入額 4,815 －

特別利益合計 35,457 －

特別損失

固定資産除却損 59 －

投資有価証券売却損 3,746 －

特別損失合計 3,806 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

207,841 △28,019

法人税、住民税及び事業税 14,889 2,499

法人税等調整額 94,404 5,713

法人税等合計 109,294 8,212

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2,463 △5,776

四半期純利益又は四半期純損失（△） 96,083 △30,456

EDINET提出書類

株式会社スペースシャワーネットワーク(E04478)

四半期報告書

14/22



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

207,841 △28,019

減価償却費 23,443 28,347

無形固定資産償却費 35,232 44,329

貸倒引当金の増減額（△は減少） 54 △1,061

のれん償却額 20,357 21,052

受取利息及び受取配当金 △5,974 △428

支払利息 467 1,657

有形固定資産除売却損益（△は益） 59 －

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △26,895 －

出資金償却 709 1,110

長期前払費用償却額 430 －

売上債権の増減額（△は増加） △64,818 172,236

たな卸資産の増減額（△は増加） △76,783 △5,009

その他の流動資産の増減額（△は増加） △262,144 △247,361

仕入債務の増減額（△は減少） 207,058 32,090

賞与引当金の増減額（△は減少） △30,920 △148,504

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8,099 △21,026

その他の流動負債の増減額（△は減少） 15,219 △62,869

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,981 14,049

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,544 5,911

その他 △154 △869

小計 49,610 △194,365

利息及び配当金の受取額 5,974 428

利息の支払額 △464 △1,641

法人税等の支払額 △45,095 △168,995

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,024 △364,574

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,501 △1,500

有形固定資産の取得による支出 △9,732 △10,514

投資有価証券の売却による収入 276,618 －

無形固定資産の取得による支出 △45,704 △40,128

出資金の払込による支出 △3,543 △8,400

出資金の回収による収入 12 852

貸付けによる支出 △5,000 －

貸付金の回収による収入 2,101 2,210

敷金及び保証金の差入による支出 △140 △41,061

敷金及び保証金の回収による収入 190 16,179

投資活動によるキャッシュ・フロー 210,300 △82,362
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △133,635 △133,635

リース債務の返済による支出 △569 △9,465

財務活動によるキャッシュ・フロー △134,204 △143,100

現金及び現金同等物に係る換算差額 104 694

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 86,225 △589,342

現金及び現金同等物の期首残高 2,093,457 3,162,761

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,179,682

※1
 2,573,419
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

     該当事項はありません。

 

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

　前第１四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「賃貸収入」は、営業外

収益総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。なお、前第１四半

期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「賃貸収入」は1,375千円であります。

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．一般債権（経営状態に重大な問題が

生じていない債権者に対する債権）の

貸倒見積高の算定方法

　貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前事業年度決算において算定した貸倒実績率等の合理的な基準を

使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。

２．棚卸資産の評価方法 　第１四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省

略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定

する方法によっております。

３．固定資産の減価償却の方法 　定率法を採用している固定資産の減価償却費は、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定しております。

４．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環

境等、及び、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前

連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを利用しております。

 

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

人件費 241,653千円

退職給付引当金繰入額 10,023

役員退職慰労引当金繰入額 5,544

賞与引当金繰入額 27,661

役員賞与引当金繰入額 6,828

人件費 233,696千円

退職給付引当金繰入額 12,212

役員退職慰労引当金繰入額 5,911

賞与引当金繰入額 29,899

役員賞与引当金繰入額 5,469
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在） （平成21年６月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,850,972

預入期間が３ヶ月以内の預け金 402,046

合計 2,253,019

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △73,336

現金及び現金同等物 2,179,682

 

 （千円）

現金及び預金勘定 1,198,617

預入期間が３ヶ月以内の預け金 1,403,012

合計 2,601,630

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △28,211

現金及び現金同等物 2,573,419

 

　　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　106,908株

２．自己株式の種類及び株式数

　該当事項はありません。

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月23日

定時株主総会
普通株式 133,635 1,250平成21年３月31日平成21年６月24日利益剰余金

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　当社グループは、主としてエンターテインメント情報サービス事業をおこなっており、当該事業以外に事業の

種類がないため、該当事項はありません。

  

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 37,021.92円 １株当たり純資産額 38,554.28円

 

２．１株当たり四半期純利益（△損失）金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 898.75円 １株当たり四半期純損失金額 284.88円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失が計上されており、また潜在

株式が存在しないため、記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益（△損失）金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益（△損失）金額   

四半期純利益（△損失）（千円） 96,083 △30,456

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（△損失）（千円） 96,083 △30,456

期中平均株式数（株） 106,908 106,908

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

― ―

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月８日

株式会社スペースシャワーネットワーク

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大塚　敏弘　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 荻野　毅　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社スペース

シャワーネットワークの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20

年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スペースシャワーネットワーク及び連結子会社の平成20年６月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提

出会社）が別途保管しております。

２．財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月10日

株式会社スペースシャワーネットワーク

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小尾　淳一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 荻野　毅　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社スペース

シャワーネットワークの平成21年4月1日から平成22年3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（平成21年4

月1日から平成21年6月30日まで）及び第1四半期連結累計期間（平成21年4月1日から平成21年6月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スペースシャワーネットワーク及び連結子会社の平成21年6月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　（注）１．上記は、レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提

出会社）が別途保管しております。

２．財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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